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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　令和２年８月21日（金）午後６時から、さいたま市の清水園において、「これからの異業種交流会の在り方」

を考える会が開催されました。この会は埼玉新聞社の丸山晃名誉顧問の呼び掛けかけにより、埼玉県医師会

の金井忠男会長が代表世話人となって、大野元裕埼玉県知事をお招きし、県内各市町村長や企業・団体の代

表者など、県内のオピニオンリーダー約160名が出席をしました。髙橋三男会長は世話人を務め、当会から

副会長、理事、監事など役員の代表とともに10名が参加しました。検温と手指の消毒を済ませ、マスクを着

用して会場に入ると、感染防止策として舞台や演台は透明なビニールで囲われ、出席者が対面にならないよ

うに配席された机の上もビニールで隔てられていました。

　大野知事が県内の発生状況と対策について詳細な図表により説明した後、金井忠男県医師会会長が医師会

の果たすべき役割について説明し、県の取り組みについては東京に隣接していながら感染を押さえているこ

とを評価していました。続いて埼玉県獣医師連盟の顧問でもある古川俊治参議院議員が登壇しました。医師

であり、慶応大学医学部教授でもある古川先生は、多忙ななか新型コロナに関する世界各国の論文をご自身

で読破し、情報をとりまとめて発信をしており、最新の知見に基づく正確な情報をわかりやすく解説してい

ただきました。その後は、出席した各市町村長が挨拶をし、各界を代表する世話人がそれぞれの業種のなか

で新型コロナと向き合っている様子を紹介しました。

　髙橋会長も世話人として登壇しましたが、この機会を利用して、今年は緊急事態宣言の影響で集合狂犬病

予防注射が対前年比で13％の実施率に留まっていることを紹介するとともに、狂犬病は未だに海外では10分

間に一人が亡くなっており、発症すると治療法がなく死を待つのみの大変恐ろしい病気であることを説明し、

法律で定められた犬への予防注射の必要性とその実施率向上について、出席していた市町村長をはじめ各界

のリーダーに強く訴えました。

　髙橋会長は閉会の辞も依頼されており、予定された行事が終了した午後８時20分、主催者の配慮により獣

医師会の役員とともに壇上に上がった髙橋会長は、これからはwithコロナでこの会を継続し、各界で知恵を

出し合ってコロナに立ち向かっていくことを声高らかに宣言して閉会となりました。

　会の様子はテレビ埼玉では当日のニュース番組で、J:COMでは８月25日に放映され、埼玉新聞にも記事が

掲載され、県民に広く情報提供されました。

「これからの異業種交流会の在り方」を考える会に出席
～各界のリーダーに犬の狂犬病予防注射の大切さを啓発～

講演する大野知事 世話人あいさつで狂犬病の脅威に
ついて説明する髙橋三男会長
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閉会の辞を述べる髙橋三男会長（前列中央）と出席した役員の皆様（後列）
後列右から  中村滋副会長、八木賢裕監事、大橋邦啓理事、田中裕監事、髙橋一成理事 

山中利之監事、大澤健獣医師連盟理事、林繁雄理事

テレビ埼玉　８月21日放映 ニュース930 plus

埼玉新聞　８月23日



3

令和２年９月19日
会員各位

公益社団法人埼玉県獣医師会
会長　髙　橋　三　男

令和２年豪雨災害による被災動物球技活動等に対する
支援・協力のお願いについて

　令和２年豪雨により発生した水害等の被災に対し、日本獣医師会藏内勇夫会長から被災動物の救護及び獣
医療提供体制の復旧に係る支援活動を実施するため、「令和２年豪雨災害による被災動物救護活動等に対す
る支援・協力のお願い」について依頼がありました。つきましては、「令和２年豪雨災害動物救護支援事業
に係る寄付金の募集について」（別紙）の趣旨に則り、埼玉県獣医師会会員から支援金を募り、県内を取り
まとめの上、日本獣医師会に送金いたします。
　つきましては、趣旨をご理解の上、下記により埼玉県獣医師会が指定する口座に支援金をお振込み頂きま
すようお願いいたします。

記

募金の期間　令和２年10月から当分の間

支援金の振込方法
　同封の郵便振込用紙をご利用いただき、次の埼玉県獣医師会の口座（ゆうちょ銀行）にお振込み下さいま
すようお願いいたします。

００１００－８－３５２４２０（ゆうちょ銀行払込取扱票）
公益社団法人埼玉県獣医師会
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公益社団法人　日本獣医師会 
令和２年豪雨災害動物救護活動等支援事業に係る寄附金の募集について

１　お　願　い
　公益社団法人日本獣医師会（以下「本会」という。）は、獣医師道の高揚、獣医学術の振興・
普及、獣医事の向上、獣医師の福祉の向上等を図ることにより、動物に関する保健衛生の向上、
畜産の振興、公衆衛生の向上及び動物の福祉の増進に寄与することを目的とする様々な事業を、
会費及び事業収入により運営しているところです。このうちの災害対策事業につきましては、皆
様からのご支援をいただくことにより、緊急災害時における動物救護活動等の一層の充実を図る
ことが可能となります。
　本会の事業活動にご理解とご賛同をいただき、是非ご寄附をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

２　寄附金の使途
　このたびの寄附金は、令和２年豪雨災害に起因する災害時動物救護支援事業を中心とした災害
対策事業（公益目的事業）及び災害対策事業災害見舞金（相互扶助等事業）に使用します。災害
対応終了後は、救護活動等の状況を踏まえて災害対策事業（公益目的事業）の強化に充てます。
　また寄附金の使途については、寄附総額の50％以上（本会の会員地方獣医師会及び会員構成獣
医師以外の市民等からの寄附金は全額）を定款第４条に規定する公益目的事業である災害対策事
業に使用し、残余の額は定款第５条に規定する相互扶助等事業である災害対策事業災害見舞金に
使用します。

３　災害時動物救護支援事業とは
　災害が発生した際に行われる被災動物の救護及び獣医療提供体制の復旧が円滑に行われるよ
う、本会と本会の正会員である地方獣医師会が連携して支援を行うとともに、全国的な視点から
の支援活動の推進及び支援体制の整備を行うものです。

【主な活動】
⑴�　被災動物の救護のための飼育動物診療施設、避難所等における被災動物の診療、一時預り、

飼育相談等
⑵�　公益法人である地方獣医師会が公益目的事業として行う被災動物の救護等に係る費用の助成

又はその他の地方獣医師会が行う被災動物の救護等に係る業務の委託
⑶　被災地の地方獣医師会からの要請等に基づく支援要員の派遣

４　期　間
　令和２年８月から当分の間（寄附金の募集期間は、現地における動物救護活動等の推進状況を
踏まえて決定する。）とします。

５　税の優遇措置
　本会は、内閣総理大臣より「公益社団法人」として認定（認定日は�2012年（平成�24�年）３月
22日、法人登記日は同年４月１日）されており、本会への寄附金には、特定公益増進法人として

［別紙］
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の税法上の優遇措置が適用され、所得税（個人)、法人税（法人)の控除が受けられます。また、
税額控除に係る証明を取得しておりますので、個人様の寄附については前記（所得控除）とのい
ずれか一方を選択いただくことができます。

６　寄附金の振込み（寄附）先

　　

【振込口座】

銀　行　名　　　　　三菱UFJ銀行（０００５）

支　店　名　　　　　青山通支店（０８４）

区分・口座番号　　　普通預金№０３９５２３７

口 座 名 義　　　　　公
コウエキシャダンホウジンニホンジュウイシカイ

益社団法人日本獣医師会　シャ）ニホンジュウイシカイ

７　受領書（領収書）をご希望の場合
　寄附金の受領書をご希望の場合は、「受領書希望」の旨と下記①～⑦を明記の上、本会事務局
あてＥメール又はFAXにてご連絡をお願いいたします。なお、受領書発行にはお時間を要します。
ご了承ください。ご連絡頂いた個人情報は本会の個人情報保護に関する関係規程に基づき適切に
管理いたします。

［受領書発行を希望される場合に必要な記載事項］
①寄附金名（令和２年豪雨災害動物救護活動等支援事業寄附金）、②氏名（受領書の宛名）、③住所、
④電話番号、⑤寄附日（送金日）、⑥寄附額、⑦振込人名

［本会事務局連絡先］
Ｅメール：jvma-donation@nichiju.or.jp�
ＦＡＸ：03-3475-1604
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東支部長　渋谷　　正志
学術委員　田口　　　修

　新型コロナウイルス感染予防のため各支部の講習会が出来ない状態にあります。ただ何もしないままでは
一歩も前進できず、今回東支部としてやれることから始める、支部独自にWebによる講習会を計画致しま
した。初めての試みですので、行渡らないこともあるでしょうが県獣会員方々にお知らせし講習に参加して
頂きたいと思います。
　どうぞ宜しくお願い致します。

日 時：令和２年10月18日（日）
　　　　　　14:00～16:00

視 聴 方 法：Zoom（Web形式）

演 題：「膝蓋骨脱臼の３つの謎に迫る！～膝蓋骨って何者？手術適応は？術式は？」

講 師：東京大学　本阿彌　宗紀　先生

参 加 費：無料

事 前 登 録：以下のURLか右のQRコードより事前登録を行ってください
　　　　　　登録後、セミナー参加に関する情報の確認メールが届きます
　　　　　　https://zoom.us/meeting/register/tJYkduypqzIpGNet2O4sy8yd6feQzUYDF3M6

そ の 他
1.��Zoom会議にて配信致します。Zoomを初めて利用される方は、以下のURLから事前

にダウンロードと登録をお願いいたします。　https://zoom.us/download
2.�抄録をご確認ください。
　�　当日の抄録は10/14（水）正午より、以下のURLか右のQRコードからダウンロード

していただけます。
　　https://drive.google.com/drive/folders/1HRqZnkdjG3WJyQgmC4E1lhZU0P0LpKr4?usp=sharing
■お願い
　・アカウント名は本名で、マイクは常にオフにしてご参加ください。
　・ご質問はチャット機能で受け付けますが、場合によっては音声でお願いすることもあります。
　・安定したネット環境（有線LAN接続を推奨）でイヤホンを接続してご参加ください。

東支部学術講習会（Web開催）のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（2）　小3（9））

事前登録

抄録ダウンロード

予　　告
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ひ　ろ　ば 第２回Webセミナー開催報告
学術委員会　委員長　髙橋　　一成

情報検討委員会　委員長　宗像　俊太郎

　令和２年６月28日（日）に埼玉県獣医師会として初となったWebセミナーの開催に続き、再び名古屋市
獣医師会副会長の鈴村直広先生のご協力により、当会ホームぺージのトップページにURLをリンクさせて
いただき、視聴希望者にIDとパスワードを事前配布する方法で、動物看護師向けのWebセミナーを開催し
ました。情報検討委員長の宗像俊太郎理事には総合ディスカッションに参加していただきました。27名の会
員と多くの動物看護師の皆様に視聴していただき、無事終了することができました。ありがとうございまし
た。

＜受講者内訳＞

受講者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部

27名 7名 15名 3名 2名 0名

セミナーのライブ配信画面から
上段右端　講師の西山ゆう子先生
中段左から２人目　宗像俊太郎理事（南支部）
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お 知 ら せ

2020/09/01
地方獣医師会事務局　御中

　農林水産省消費・安全局動物衛生課から情報提供がございましたのでお送りいたします。
　つきましては、貴会会員に周知のほどよろしくお願い申し上げます。
� 日本獣医師会事務局

記

　豚熱（CSF）対策についてご連絡いたします。
　現在、飼養される豚等へのCSFワクチン接種については、これまでの農場におけるCSFの発生、野生
イノシシにおけるCSFウイルスの陽性状況をもとに24都府県を対象に実施しておりましたが、先日、福
島県境から約20kmの群馬県において野生イノシシでのCSFウイルス陽性が確認されました。
　これを受け、ワクチン接種推奨地域の再設定について、本日、第60回家畜衛生部会牛豚等疾病小委員
会の委員による検討を行い、福島県をワクチン接種推奨地域に追加することについて、承諾が得られま
した。
　今後、福島県においてワクチンプログラムを作成し、農水省が確認の上、手続き、体制構築が済み次
第、ワクチン接種が実施される予定です。
　なお、福島県においては、捕獲強化、浸潤状況調査等の野生イノシシ対策も強化していくことになり
ます。
　引き続き、関係者の皆様にもご協力いただきながら、CSFの防疫対策を実施して参ります。ワクチン
接種推奨地域の拡大について、御了知のほどどうぞよろしくお願いいたします。
� 農林水産省　消費・安全局　動物衛生課
� 家畜防疫対策室　防疫企画班　　　　　

２日獣発第119号
令和２年９月10日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等
の一部を改正する法律等の施行について

　このことについて、令和２年９月１日付け２消安第2445号をもって、農林水産省消費・安全局長から、
別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、医薬品、医薬部外品、医療機器及び再生医療等製品が安全かつ迅速に提供され、
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※別添省略

適正に使用される体制を構築するため、医療上特に必要性が高い医薬品及び医療機器について条件付き
で承認申請資料の一部省略を認める仕組の創設、承認等を受けない医薬品及び再生医療等製品の輸入に
係る確認制度の創設等の措置を講ずる趣旨で、別記の法律等が一部改正される旨の周知を依頼されたも
のです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

記

１　�医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律（令
和元年法律第63号）

２　�医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律の施
行に伴う関係政令の整備に関する政令（令和２年政令第228号）

３　�医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律の施
行に伴う農林水産省関係省令の整備に関する省令（令和２年農林水産省令第57号）

広告
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※別添省略

２日獣発第120号
令和２年９月10日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

家畜の盗難被害に関する注意喚起等について

　このことについて、令和２年８月31日付け２生畜第995号をもって、農林水産省生産局畜産部畜産企
画課長から、別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、本年６月頃から栃木県、群馬県等において、子牛や豚の窃盗事件が発生している
ことを受けて、地方農政局などを通じて都道府県に対し注意喚起等が行われた旨の周知を依頼されたも
のです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

２日獣発第121号
令和２年９月10日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

「動物用医薬品等の輸入監視について」の一部改正について

　このことについて、令和２年８月31日付け２消安第2424号をもって、農林水産省消費・安全局長から、
別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を
改正する法律（令和元年法律第63号）の一部が令和２年９月１日から施行されたことに伴い、「動物用
医薬品等の輸入監視について」（平成26年11月17日付け26消安第4019号農林水産省消費・安全局長通知）
の一部を改正した旨の周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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２日獣発第122号
令和２年９月10日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令等の
施行について

　このことについて、令和２年８月26日付け２消安第2313号をもって、農林水産省消費・安全局長から、
別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令（令和２年
農林水産省令第56号）等の公布、施行等について、周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

２日獣発第123号
令和２年９月10日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

食品循環資源利用飼料の安全確保のためのガイドラインの策定について

　このことについて、令和２年８月31日付け２消安第2496号をもって、農林水産省消費・安全局長から、
別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、アフリカ豚熱（ASF）を始めとした家畜の伝染性疾病の侵入防止対策の一環と
して、飼料の安全確保対策を強化すべく、飼料の安全性を確保するための具体的な対応等を規定した「食
品循環資源利用飼料の安全確保のためのガイドライン」が策定されたことの周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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２日獣発第124号
令和２年９月10日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

家畜改良増殖法第４条第１項の適正実施について

　このことについて、令和２年９月２日付け２生畜第1007号をもって、農林水産省生産局畜産部畜産振
興課長から、別添のとおり通知がありました。
　家畜改良増殖法（昭和25年法律第209号）第4条第1項においては、牛、馬その他政令で定める家畜の
雄（政令で定める家畜は、家畜人工授精の用に供する豚である。）は、独立行政法人家畜改良センター
が毎年定期に行う検査を受け、農林水産大臣から種畜証明書の交付を受けているものでなければ、原則
として種付けの用に供してはならないと規定されています。
　このたびの通知は、酪農家が種畜証明書の交付を受けていない愛玩用の雄馬を種付けの用に供し、他
人の飼養する雌馬に交配を行い、前述の法に違反する事案が確認されたことを受け、他人の飼養する雌
の家畜への種付けの用に供する牛、馬等の雄については、愛玩用を目的として飼養する場合であっても、
家畜改良増殖法第4条第1項の規定に基づき、予め種畜検査を受検し、種畜証明書の交付を受けることの
周知及び指導の徹底を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

事 務 連 絡
令和２年９月15日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会　　　
副会長兼専務理事　境　　　政　人

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第
二条第十五項に規定する指定薬物及び同法第七十六条の四に規定する医
療等の用途を定める省令の一部改正について（施行通知）

　このことについて、令和２年９月４日付け事務連絡をもって、農林水産省消費・安全局畜水産安全管
理課課長補佐（薬事監視指導班担当）から、別添のとおり通知がありました。
　医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年法律第145号）第2条
第15項に規定する指定薬物等については、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関
する法律第二条第十五項に規定する指定薬物及び同法第七十六条の四に規定する医療等の用途を定める
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省令（平成19年厚生労働省令第14号）において定めています。
　このたびの通知は、中枢神経系の興奮若しくは抑制又は幻覚の作用（当該作用の維持又は強化の作用
を含む。）を有する蓋然性が高く、かつ、人の身体に使用された場合に保健衛生上の危害が発生するお
それがあると認められた６物質について、同法の指定薬物として新たに指定されたことに伴い、標記の
省令の一部を改正する省令（令和２年厚生労働省令第153号）が令和２年９月５日から施行されること
についての周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

2020/09/16
地方獣医師会事務局　御中
　農林水産省消費・安全局動物衛生課家畜衛生専門官（防疫企画班）から情報提供がございましたので
お送りいたします。�
　このたびの文書は、福島県の野生イノシシから豚熱（CSF）のウイルスの陽性が確認されたことに伴
い、第61回家畜衛生部会牛豚等疾病小委員会の委員による検討が行われ、宮城県及び山形県がワクチン
接種推奨地域に追加で設定されたこと、福島県のワクチン接種プログラムの内容が確認されたこと等の
周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。
� 日本獣医師会事務局

記

【情報提供】飼養豚への豚熱（CSF）ワクチン接種推奨地域に宮城県及び山形県が追加、福島県ワクチ
ン接種プログラムの確認
　現在、飼養される豚等へのCSFワクチン接種については、これまでの農場におけるCSFの発生、野生
イノシシにおけるCSFウイルスの陽性状況をもとに25都府県を対象に実施しております。
　今般、福島県の野生イノシシからCSFウイルスの陽性が確認されました。
　これを受け、ワクチン接種推奨地域の再設定について、本日、第61回家畜衛生部会牛豚等疾病小委員
会の委員による検討（持ち回り開催）を行い、宮城県及び山形県をワクチン接種推奨地域に追加で設定
され、福島県のワクチン接種プログラムについても確認されました。
　概要は以下のとおりです。
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/eisei/usibuta_sippei/61/index.html#summary
　今後、宮城県及び山形県においてワクチンプログラムを作成し、農水省が確認の上、手続き、体制構
築が済み次第、ワクチン接種が実施される予定です。
　なお、福島県においては、来週にも接種が開始される見込みです。
　捕獲強化、浸潤状況調査等の野生イノシシ対策も強化していくことになります。
　引き続き、関係者の皆様にもご協力いただきながら、CSFの防疫対策を実施して参ります。
　ワクチン接種推奨地域の拡大について、御了知のほどどうぞよろしくお願いいたします。
� 農林水産省動物衛生課
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２日獣発第102号
令和２年８月26日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　藏　内　勇　夫　　

（公印及び契印の押印は省略）

畜産事業者における新型コロナウイルス感染防止、感染者が発生した時の
対応及び事業継続に関する基本的なガイドラインの一部改正について

　このことについて、令和２年８月11日付け２年度発中畜第2002号をもって、公益社団法人中央畜産会
から、別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、７月16日の新型コロナウイルス感染症対策分科会（第２回）において示された「イ
ベント開催等に係る基本的な感染防止策」に記載されている事項について見直しを行い、標記ガイドラ
インを別添のとおり改正した旨の周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

広告
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2020/09/16
地方獣医師会事務局　御中
　平素より大変お世話になっております。�
　農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課から情報提供がございましたのでお送りいたします。�
　このたびの文書は、11月末までの催物を開催する際の感染症対策の徹底や留意事項について周知を依
頼されたものです。
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。
� 日本獣医師会事務局

記

　先日、９月１日に以降における催物の開催制限等について周知をさせていただいたところでございま
すが、内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室から９月19日以降の対応についての連絡がありま
したので、周知させていただきます。
※既に報道等でご存知かと思いますが、開催制限の基準等が新しくなっております。
　引き続き、主催、又は関連するイベントの開催を予定している場合は、感染症対策の徹底と留意事項
を遵守してください。
　詳細については別添をご覧いただけますと幸いです。
　どうぞよろしくお願いいたします。
� 農林水産省　消費・安全局　
� 畜水産安全管理課　獣医事班
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
₅月

₆月19日（金） 
～21日（日）

第100回日本獣医麻酔外科学会/第112回日本獣医循環器学会/第67回日本獣医画像診断学会 
2020春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）→中止

₇月23日
（木・祝）

東支部 
「乳腺腫瘍」 
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生 
病理組織検査ノースラボ　賀川　由美子　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）→中止
₈月

₉月₆日（日） 令和₂年度　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）獣医学術関東・東京合同地区学会�
（宇都宮市　栃木県総合文化センター）→1年延期

９月27日（日）

埼玉県獣医師会主催学術講習会（Web講習会）
「犬の消化器疾患と食事管理」／東京大学　大野　耕一　先生

「犬猫の心因性食欲不振及びFIC」／米国獣医行動学専門医（ACVB）　入交　眞巳　先生
【YouTubeにて開催】

10月18日（日）

東支部 
「整形外科～膝蓋骨って何者？手術適応
は？術式は？」 
東京大学付属動物医療センター　本阿彌　宗紀　先生 

【Zoomにて開催】
11月

12月₆日（日）

西支部
「演題　未定」
東京大学　大野　耕一　先生

（場所　未定）

12月₆日（日）

東支部 
「画像診断（未定）」 
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）→中止

令和₃年 
₁月17日（日）

南支部 
「演題　未定」 
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生 

（場所　未定）
１月22日（金） 
～24日（日）

令和₂年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（兵庫） 
（神戸国際会議場・展示場）→中止

₁月
農林支部 
令和₂年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

₂月11日
（木・祝）

北支部 
「画像診断（未定）」 
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生 

（場所　未定）

２月28日（日）

西支部
「演題　未定」
日本小動物医療センター　小野　啓　先生

（場所　未定）

₂月
衛生支部 
健康福祉研究発表会 
食肉衛生技術研修会

₃月

令和₂年度埼玉県獣医師会学術広報版令和₂年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₂年９月2０日現在）
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９月６日　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）
（栃木県栃木市　栃木総合文化セン
ター）→　１年延期

９月27日　埼玉県獣医師会主催学術講習会（Web
講習会）

10月２日　全国獣医師会会長会議（東京都　ホテ
ルアジュール竹芝）→　書面協議

10月３日　2020動物感謝デーin　JAPAN（東京
都　上野公園）→　開催中止

10月18日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）→　Web開催

10月29日　埼玉県特定家畜伝染病防疫演習（伊奈
町　県民活動総合センター）

11月９日　第64回埼玉県公衆衛生大会（さいたま
市　埼玉会館）

11月21日～22日　2020彩の国食と農林業ドリーム
フェスタ（草加市　まつばら綾瀬川公
園）→　開催中止

12月６日　西支部学術講習会（場所未定）
12月６日　東支部学術講習会（場所未定）→　開

催中止
令和３年
１月17日　南支部学術講習会（場所未定）
１月22日～24日　令和２年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（神戸市　神戸国際会
議場・展示場）→　開催中止

１月24日　西支部学術講習会（場所未定）
２月11日　北支部学術講習会（場所未定）
２月28日　西支部学術講習会（場所未定）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

広告



広告

広告
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編　集　後　記
　全てのマスコミが朝から晩までコロナの報道
をしているので慣れてきてしまっているが、コ
ロナはまだまだ収まりそうもない。コロナのた
めに生活習慣が全く変わってきている。近代社
会になって初めての経験である。インフルエン
ザが流行する冬までには何とか沈静化する事を
祈りたい。
　９月初旬に関西に出張した友人によると、朝
の新幹線の乗車率は１割位、帰りの飛行機の乗
客も１割位で、羽田空港はガラガラで夜８時の
ターミナルには人影は見当たらなかったそう
だ。政府が打って出たGoToトラベルキャンペー
ンも東京が除外されていては人も動かないので
あろう。コロナ禍がいつまで続くか分からない
が、海外の航空会社は合併や人員整理だと言う。
帝国データバンクによると７月の企業の倒産件
数は847件だったそうだ。交通関係はもちろん
だが、飲食業や旅館業も大変な状況だろう。
　本会では、コロナ対策として学術委員会の企
画による学術講習会や各支部の講習会をWeb
セミナーとして開催したりWebを利用した支
部の会議が始められており、対面形式の講習会
や会議以外に経験のない我が身にとってはなか
なか馴染めないところではあるが、慣れていく
しかない様である。役員さん達が開催に向けて
努力されているのでしばらくの間は我慢して参
加し、日々進んでいる獣医療を学んでいきたい
と思っています。
　８月21日に埼玉県の異業種交流会が、三密を
避けながら盛大に大宮の清水園で開催されまし
た。大野元裕県知事や金井忠男県医師会会長、
古川俊治参議院議員が講演されました。今会報
で内容が紹介されていますが、同業ばかりの会
合は言うまでもありませんが、異業種との交流
は見分を広げる為にも大変役に立つものでし
た。withコロナの言葉どおり、コロナを正しく
恐れることにより、三密を避けた会場で、マス
ク着用、手指消毒など十分な感染防止対策を講
じたうえで、開催していくことも必要と思いま
したが、大規模な集会になるほど、より広い会
場の確保が必要なことなど課題も残されていま

す。
　最近嫌なニュースが目についた！子牛や子豚
の盗難が北関東で続発しており、県内でも本庄
市や行田市で子豚が盗まれた。養豚場には子豚
ハウスという、離乳後の子豚に快適な環境をつ
くるためにFRP製の小屋がある。ここに収容さ
れている15頭前後の中から１～２頭ずつ間引き
して盗んだ様である。数千頭を飼育している養
豚場では盗まれたことを把握しにくいため、内
情に詳しい犯人であろう。盗んだ子牛や子豚を
どうする気だろう？飼育するには場所も餌代も
手間も時間もかかる、まして販売ルートはどう
するのだろうか？疑問点も多い。豚熱などの感
染症を持ち込まれる可能性もある。今、養豚場
は豚熱対策などで大変な状況のなか、「前代未
聞」の事件である。
　日本が豚熱の清浄国から外されたとの報道を
見た。清浄国でなくなると、豚肉の輸出に影響
が出るといわれていたが、農林水産省では香港
やシンガポールなど、主な輸出先とは個別に交
渉して輸出していて、大きな影響はないそうで
ある。豚熱は発生したら簡単に抑えられるもの
ではないのは先人に聞けばわかるはず。早いう
ちに地域を絞って予防措置を取るべきだったの
ではなかったろうか。殺処分された16万頭超の
豚の命を無駄にしてしまった。
　安倍首相が健康上の理由で辞職された。首相
在任期間の最長記録の日を待っていたかのよう
な首相辞任劇であった。長期間ご苦労様でした。
そして、たたき上げの菅新総理には親近感を覚
えます。規定枠にとらわれない政治を大いに期
待します。
　今年はコロナの関係で様々な秋の催し物が開
催中止になっており寂しい限りですが、季節の
移り変わりは止まることはありません。これか
ら温度差の激しい季節の変わり目を迎えます。
くれぐれも体調管理に気を付けていただき、少
しでも早くコロナが沈静化し、皆さんが安心し
てのびのびと好きなことができる生活が再び
戻ってくることをお祈りいたします。
 （不動）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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